
ヨ

己

★
召

FM77AV/AV20/AV40(4096色モード）
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で

’ とかくCGというと，マンガのキャラクタを使ったロパクアニメか，凝りに凝

ったレイトレーシングあたりがひきあいに出されます。しかし,CGといったっ

て単なる画材なんですから，好きなものを好きな方法で描けばいいじゃないです

か．．……･というわけで今回ご紹介するのが，のびのびグラフィックエディタr色

彩世界」です。PEDITMk.Bのような画像処理機能は全くありませんが，フリ

ー八ンドで描くために必要な機能があれこれ－杯あります。子供のころのクレヨ

ン画のように(!?)，思いっきり，のびのびと描きませんか？
P

描画カーソル

「色彩世界｣をスタートさせると画面中央

に白い●だけが表示します。この●はマウ

スで動く描画カーソルです。

この描画カーソルは何かを指し示す矢印

のような性質のものではなくて，その形で

もって直接描くものです。

’

網模様マスク，色保談」の7つの組み合わ

せ選択ができます。

「色彩世界」はルドルフシュタイナー描

画法寧!に従った色彩芸術を体験する環境を，

パソコンFM77AVにおいて実現します。

「ワイパーの矢印を停止標識に一致させ

てボタンを押すとブレーキがかかる自動車」

のような初心者のための親切設計はありま

せんが，熟練レーサーのための迅速な操作

性を重視して作りました。矢印を何かに一

致させないとことが進まないような手間の

かかることはやめて，ブラインドタッチの

ワンタッチ方式にしました。

ドッl､の密度の点では及びませんが，伝

統的な画材，油絵具とか水彩画より描きや

すくて短時間で描くことができます。パレ

ットで色を混ぜたり必要以上に輪郭線に気

を使う必要もありません。失敗を恐れるこ

となく積極的に描けます。色彩を湯水のご

とく使ってもなくなることがありませんし，

ブラウン管が水びたしになって穴があいて

しまうこともありません。簡単にさまざま

な特殊効果も楽しめます。

描画モードは「カーソルの大きさ,､霧状

度，カーソルの種類，塗り機能，捕画色，

マウススイッチ

マウスの左スイッチを押すと緑色（最初

の描画色）の●が画面に定着します。押し

たまま移動すると緑の軌跡が残ります。

マウスの右スイッチを押さえた状態では

●は緑色に変わりますが，実際の描画描き

込みはしません。

色彩世界は,F-BASICV3.0上で起動実

行します。F-BASICV3.0のシステムディ

スクを用意してください。CLEAR,&H24

FF@として，リスト1を打ち込みます。

このとき，使用するマウスのタイプ。によ

って＄2502番地の内容を変更します。

○マウスセツI､(MB22436)のとき $00

○インテリジェンI､マウス(MSXマウス)で

ジョイスティック端子1接続のとき＄01

ジョイスティック端子2接続のとき＄02

打ち込んだあと，

SAVEM､sekai",&H2500,&H577E&H

2500＠

でセーブして，

CLEAR,&H24FF:LOADM､sekaif,R@

で実行します｡実行終了後は,$8500-$B77F

番地と$FC60-$FC6C番地の内容を郷要し

ないかぎり,MON@かEXEC&HFC60@

で再実行できます。また，リスト2のよう

なローダを作ると便利でしょう。

カーソルの大きさ

回キーを押さえると●の中心から下右に

線分が出てきてQの字のようになります。

このねずみのしっぽをつまんで引きずりま

わすと中心を固定された●の描画カーソル

*1ルドルフシュタイナー

＆､かにして超感覚的世界の認織を獲得するかをハ

ッカー達に伝授する教育者



はさまざまな大きさの楕円に伸び縮みして

変化します（写真1）。

角のカーソルがあります。この小さいカー

ソルをマウスで動かすと右横の大きい■は

カーソル位置の色に変化します。マウスの

左スイッチを押さえて上下に動かすことで

色立体の断而が前後に，右は明るいほうへ，

左は暗いほうへ移動し256色が変化します。

マウスの右スイッチを押さえて上下左右に

動かすことでそれぞれの方向へ色立体の断

面が90度回転します。このようにカーソル，

を色空間の中で移動させて描画色を変化さ

せます（写真5)。.

［2］すでに描かれた画面から猫画色を取

り込むには回キーを押さえます。十字カー

ソルが現れるので，それを目的の色のとこ

ろに移動して回キーを離します。塗り機能

で「模」を選択しているときは四角いカー

ソルの出現により画面上から色柄模様を取

り込みます。

［3］回キーを押さえておいてマウスを動

塗り機能

描画機能を変更するには，中スペースキ

ーを押さえます｡現れたメニューの｢塗濃

透淡 排 和 積 模」の中からマウス

で選択します。「塗」は不透明の上塗り，

｢濃｣と「透」と「淡」は透明塗り。「排」

｢和」「積」はそれぞれ画面の色と捕画色と

のXOR,OR,AND演算をした色で書き

込みます｡｢模」は色柄模様塗りです（写真

4）。

霧状化

描画カーソルを霧状化するには，図キー

を押さえてマウスを右に引っぱります。右

ほど疎で，左端で通常べた塗り状態になり

ます（写真2）。

カーソルの種類

拙画カーソルの種類を変更するには左ス

ペースキーを押さえます。現れたメニュー

の「● ○ ■ □ ／ ＆」の6つのう

ち，●が明るい白色になっていて現在の描

画カーソルの形であることを示しています。

この明るい白色をマウスで移動させて描

画カーソルの形を選択します「＆」を選択

しているときの園キーは自由曲線を定義し

ます（写真3）。

描画色

描画色設定には3方式あります。

［1］囮キーを押さえると，●の描画カー

ソルが消えて色立体の断面16＊16の256色

一覧と，その右側に現在描画色の緑の大き

い■が表示されます。

256色断面内の緑色の位置には小さい四

ゴ
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写真6 パターンデ雫夕霧:匡三爵一

發蚕一写真10コントロールロード 写真1Iオーバレイロード写真9 マウスで選択してロード

かせば描画カーソルの描画色の明度(上下）

と彩度（左右）が色変化します。

ようにします。このように設定された許可

色以外の画面上の色は描画書き込みに対し

てマスク保護されます（写真7）。

画キーを押すことでこの書き込み許可色

の設定は無効になり色マスクは解除します。

一タファイルー覧が表示されます(写真9)。

マウスで選択してスイッチを押すとロー

ドします。しかしIBREAKIキーを押すとロ

ードしないで元の画面に戻ります。またマ

ウススイッチで葱〈にT頁ロキーを押すと，

コントロールロードします｡皿キーでオ

ーバレイロードします。

部分画面のデータで元とは別の位置に表

示したいときは，スイッチあるいはキーを

押さえたままにして，現れている四角枠を

目的のところにマウスで移動させてから離

します。

網マスク

べタ塗りや霧状のほか，レース網模様の

ようなパターン塗りもできます。

パターンは画面上に描いたものを取り込

みます。囚キーを押さえると白黒模様の四

角カーソル（国キーて､大きさを変えること

が可能）が現れるので，このカーソルを移

動させて取り込みたいパターンの上で囚キ

ーを離します。すると描画カーソルの形状

がそのパターンに設定され，以後再設定さ

れるまでそのパターンで描画されます。

このパターンは64種まで取り扱えます。

画キーを押すと，8×8のパターンー覧が

表示されますので，マウスで選択して設定

やパターン塗りに使います。このパターン

ー覧はセーブ／ロードが可能で，囚キーを

押したまま右スペースキーを押すと帆PTN

data〃のファイル名でセーブされ，②キー

だと同名のパターンデータがロードされま

す（写真6）。

圓キーを押すとパターンが反転します。

画像セーブ

画像データをセーブするには右スペース

キーを押さえます。メニューの「圧，縮，

共，速」の4つのセーブ方式をマウスで選

んでキーを離します｡｢圧」とr縮」は圧縮

セーブで，デイジタイズしたような画面に

対しては「縮」のほうが少し効きめがある

ようです。普通はr圧｣を使用します。「共」

はFMグラフィックエディタやPEDITMk,

8と同じデータ形式です。｢速｣はVRAMの

単純セーブです。

次に絵の名前を入力するとセーブします

(写真8）。

このときIBREAK|キーを押すとセーブし

ないで元の画面に戻ります。

部分画面をセーブしたいときはリターン

キーで名前入力終了しないでマウス右スイ

ッチを押します。画面に大きい四角枠が現

れます。画キーとマウス移動で四角窓の大

きさと位置を決めてからマウス左スイッチ

を押します。

コントロールロード／
オーバレイロード

コントロールロードとオーバレイロード

は「圧」方式でセーブしたファイルのみ可

能です。ファイルー覧では帆D〃の記号で

示されるタイプ。です。

コントロールロードとはそのときの塗り

機能，書き込み許可色（クロマキー),網模

様マスクなどの設定状況により修飾して現

画像に対し画像合成します~(写真10)。

オーバレイロードはコントロールロード

の機能に加えて，設定してある描画色と等

しい色は書き込みをしません（写真11)。
許可色

書き込み許可色の設定は囚キーを押さえ

ます。十字カーソルが現れますからそれて、

書き込み許可したい色の上をなぞります。

個別に指定したいときはマウス右スイッ

チを押さえて必要な色のところでのみ離す

その他のコマンド
画像ロード

ディスクドライブ番号を変更するにはテ

ンキーの回か回を押します。

ディスクファイルを削除するには図ｷー

1987=100h/FM15

画像データをロードするにはリターンキ

ーを押します｡一時的に画面が消えて画像デ
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を押してファイル名を入力します。

にて引キー押しは，全画面大の■カーソル

でのマウス左スイッチ押しと等価です（色

フィルタ，パターンフィルタ，色変更，色

反転などができます乃

E引を押すとディジタイズができます。

｢面面X画キーでプログラム終了します。

写真l6サンプル｢モンショウ」写真'5サンプル｢マンダラ」

で輪郭をなぞると輪郭のギザギザを取るこ

とができます。

描き込んだ作品を作るときは，まず塗り

機能を「塗」に限定しておおざっぱに描き

（写真17),霧状化したカーソルて陰影をつ

け（写真18)，さらに塗り機能を透明塗l)に

して拙き進めるとよ↓､でしょう（写真19)。

巾M子は網パターンで描き加えてます。

ラ冨第童お議司

行の右近所に同色があった場合はその参照

線分までの左端間距離と右端間距離で色と

長さを表現します（図1）。（ピット0，色

12ビット，長さ－1）か,（ピット1，距離

L,距離R)の集合データはバイト単位で

はなく連続ピッI､列で表現します。距離R

は図2で指定するピッI､列で表現します。

距離Lと長さ－1は図3の±のピットを外

したピッ|､列で表現します。

塗り機能で｢淡｣，カーソルの形は直線を

選び回キーを押さえて線分の片方を固定さ

せておいて，その周りを伸び縮みする線分

を中心から周囲に引っ張りながらマウス左

スイッチを押して描くと★形に輝く光線が

描けます（写真12)。

形を「●」に変えて国キーを押さえて拡

大しつつ描くとぼんやり輝く光源になりま

す（写真13)。

塗り機能で「排｣,形を「●」にすると蛇

腹模様が描けます（写真14)。

機能はそのままで囮キーを押さえ中心を

固定させて描くとマンダラ模様が描けます

(写真15)。

線分に変えて回転させると紋章模様にな

ります（写真16)。

繊細な絵で目のような微妙な部分を描く

ときは，機能を「淡」にして園キーでカー

ソルを小さく点にして描きます。この状態

毎＝

鴫､謁恥晶墨鶴涛律
単純な榊成の基本部分を時間をかけてふ

くらましたものです。一部，明け渡しの技

法*2や自己変革の技法を使っている部分が

ありますが，とくに難い､アルゴリズムは

使っていません。ここでは，データの扱い

に関係してくる画面圧縮アルゴリズムのみ

解説します。

走査線順の水平線分（色，長さ）の集ま

りで画像データを表現します。ただし上の

富士通のグラフィックエディタをはじめ，

本誌6月号の画像処理に強いPEDITMk.8

など，各種のAV用ク鯵ラフイックエデイタ

が出回っていますが,「自分の使い方に合っ

たク､ラフイックエデイタがほしいな～」な

どと思いながらキーボードを叩いていたら、

いつの間にかこういうものが仕上がってし

まいました。シュタイナー描画法などとい

160h#ﾉFM1987-10



きなり教育用語が出て面食らった方もいる

でしょうが，あまり気にせず，のびのびと

描いていただければ結描です。そうすれば，

自然と自分が表現されます（ウーン，サン

プルは趣味に走りすぎたかな…)。フリー

ハンドをかなり意識した，力．なりクセの強

い作りになっていますが，「こういうのも

オモシロイ」なんて思っていただければ幸

いです。

図3 数値の可変長ビット表現図1 明け渡しの技法

｜
V
bsrmaster

主導する
明け渡し
－ 士は＋のとき0．－のとき1

｣

|癖
1

0'1±

５

７
５

３
７
醍
鋤
闘
胞
垂

一
一
一
一
一
－
８

０
１
２
４
８
澱
詑
飢
泥

土
土
士
士
士
士
士
士

士

士
×
一
刻

士
×
×
｜
ど

土
詮
率
率
率
一
▽
蝉

士
×
×
×
×
×
雌

雄
率
認
率
率
率
無
数

１
１
１
１
１
１
１
ａ

〃
〃
″
″
〃
″
〃
§
″

〃
”
“
”
“
血
血
魎

″
〃
〃
″
〃
々
数

〃
〃
〃
″
桁

〃
〃
〃
効

〃
”
・
有

rtS

図2 線分参照
参考文献

・子安美知子､「シュタイナー教育を考える｣,朝日

文庫，1987年

･パグヮンシュリラジニーシ,「オレンジ・ブッ

ク｣．めるくま一るキi:

距離L

-屍前の行

現在行 |

園
』
恥
辱
色
守
器
轌
僅
饒
や
Ｃ
ト
轌
唾
》
○
ぬ
“
【
毒
。
“
一
寸
ロ
ー
唖
壷
守
吟
く
鐘
錘
国
三
二
唾

Ｉ
ｌ
０
１
０
ｌ
９
０
Ｉ
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
０
Ｉ
１
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｊ
Ｉ
１
Ｉ
０
Ｉ
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
８
９
１
ｌ
１
０
Ｉ
１
ｌ
８

唾
○
四
今
や
一
一
鐘
今
鄙
つ
》
争
曇
つ
ぬ
。
←
つ
・
今
曇
垂
函
室
一
口
坤
蓉
幸
国
嘩
今
ｃ
エ
Ｃ
』
ぬ
割

。
ご
恥
・
錆
く
吟
守
。
←
『
画
←
ぬ
つ
ロ
韓
全
軍
』
《
一
つ
。
。
つ
侭
］
壷
今
色
一
向
。
○
隼
今
陛
酋
叡

嘩
。
”
ｃ
②
起
唖
手
戸
←
一
。
“
》
つ
い
［
・
酋
嵯
。
。
、
。
”
一
の
守
【
邑
一
壁
Ｑ
Ｑ
Ｑ
。
○
錘
副

島
唖
恥
鄙
つ
く
画
韓
唖
め
ぬ
曇
蛎
鍾
唾
守
唾
。
“
唾
宛
阜
髭
つ
桑
唾
割
一
因
一
副
一
色
争
匂
。
○
国
梨

○
一
唖
》
砲
車
寺
噌
埠
吟
卓
守
鈍
唾
叡
争
－
ぬ
酷
函
寺
唖
劃
韓
つ
一
琴
匿
今
韓
。
兵
今
一
つ
つ
ぬ
画
蕊

』
烹
喧
声
韓
。
つ
ｃ
ｃ
⑭
ｃ
錆
ご
一
ひ
め
炉
圏
ｃ
需
窒
◎
露
ロ
一
色
第
。
塗
ｃ
ｃ
韓
叡
つ
つ
く
邑
副

・
曄
軸
室
○
○
函
再
つ
む
○
．
“
畠
唖
露
ぬ
く
画
鴎
・
争
韓
ご
垣
く
今
毎
露
ｃ
韓
畠
つ
壷
露
つ
毎
画
割

唖
今
》
○
輯
く
今
○
壷
寺
一
塗
一
跨
○
》
ｃ
室
『
今
“
偽
色
今
露
阜
”
←
・
←
釦
吟
・
【
Ｃ
・
雷
鍾
罰

一
醗
如
叡
心
や
。
冒
韓
。
”
一
つ
一
今
四
一
髭
輯
・
つ
←
｛
虞
ぬ
垣
《
一
責
］
マ
ー
ト
一
つ
②
今
一
鍾
副

｛
韓
如
の
○
一
一
つ
今
ｃ
『
今
つ
く
。
。
“
郵
卑
幽
陰
←
一
霞
つ
屋
郵
毎
錘
哩
ｃ
ｃ
邑
邑
壁
○
心
国
鄙

幽
く
や
一
再
鐘
』
○
畠
←
一
嘩
甸
一
つ
一
一
一
鐸
○
鴎
一
一
画
”
。
』
一
一
産
戸
。
』
宰
露
つ
め
ぬ
翻

融
玲
酎
一
岸
つ
尋
函
○
守
【
一
再
。
鯰
座
金
今
婦
・
鋪
僅
唖
融
“
←
ｃ
陛
唾
一
つ
や
鄙
邑
ｃ
ｃ
守
錘
副

国
③
叩
【
○
酌
壷
色
色
画
韓
国
昌
一
【
【
萄
○
輔
発
露
嵯
寸
ロ
韓
ｍ
Ｑ
ｃ
。
い
｛
』
ぬ
←
『
ロ
”
邑
画

鍾
勇
必
吟
【
一
一
国
嵯
麹
【
ぬ
『
←
『
陛
醗
つ
色
色
露
い
つ
く
》
毎
画
暉
一
嘩
更
“
○
つ
。
ｃ
酎
鐘
劃

寸
睡
師
》
ザ
唾
Ｃ
Ｃ
Ｃ
”
寺
鈍
○
・
一
鄙
守
。
○
つ
一
鱈
守
曇
齢
鍾
』
［
琴
○
画
。
。
。
一
・
『
国
威

因
一
姉
。
“
・
つ
嘘
守
国
鴎
つ
つ
唾
露
寸
国
軸
つ
○
ぬ
国
璽
蕊
つ
曇
函
的
阜
四
つ
罰
『
韓
露
ｅ
Ｃ
国
副

室
、
“
必
中
邑
←
｜
Ｑ
十
。
寺
国
や
く
一
金
一
“
十
一
幸
②
一
噸
←
ず
一
．
雫
一
割
や
吾
」
。
《
壁
。
◎
雪

”
国
“
←
由
質
］
国
。
邑
国
←
晩
く
韓
四
睡
一
垣
守
。
。
○
錘
。
睡
由
。
“
ぬ
暁
画
睡
雨
寸
起
窒
一
切

Ｉ
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｊ
１
Ｉ
１
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
８
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
１
ｌ
ｌ
１
０

争
画
や
峰
『
魁
一
色
竺
今
＠
口
く
ぐ
毎
。
Ｃ
Ｑ
函
マ
マ
討
今
ご
函
嘩
国
一
。
国
一
躍
自
『
つ
つ
』
ぐ
討

画
酋
曲
｛
｛
幽
今
『
つ
め
蛸
惇
守
つ
今
。
“
”
ぬ
【
。
”
声
画
嘩
守
つ
。
酎
唖
国
『
・
醇
岬
・
画
く
“

討
一
恥
韓
つ
堅
巴
一
く
函
つ
島
陰
『
鋼
。
函
邑
圏
杢
一
再
つ
○
ぬ
（
】
幽
戸
つ
◎
錘
争
露
轌
畠
つ
。
ぐ
醐

西
』
叩
迄
蝕
守
塗
む
く
露
今
今
索
卜
今
陛
叡
守
四
【
圏
唾
『
○
ｍ
・
露
員
。
学
鏑
の
韓
壷
ｃ
つ
。
ご
融

幽
。
叩
討
吟
吟
｛
の
毒
毎
鈎
嵯
く
琴
酎
【
色
の
Ｑ
鄙
国
・
鈍
争
。
。
鐘
の
画
←
蝕
函
等
邑
○
つ
色
く
討

唖
画
四
寸
・
壷
函
国
鍾
の
。
○
・
鍾
鈍
○
ｍ
雲
。
④
罰
◎
闇
の
再
唖
四
の
軸
【
む
む
口
。
『
Ｃ
ご
起
因

齢
暉
》
雲
罰
索
琴
の
。
。
。
←
罰
鍾
め
む
ロ
マ
早
め
國
守
。
『
○
鋼
雲
審
ロ
』
○
一
鄙
○
毎
つ
辱
く
鄙

の
今
韓
壁
○
の
一
の
敏
←
ぬ
坦
口
の
麺
口
逗
。
』
轌
目
唖
．
の
鍾
索
一
”
。
”
寺
ご
唾
｛
吟
一
つ
“
く
函

吾
争
亜
・
韓
国
壷
的
め
い
の
毎
亀
今
窮
め
韓
韓
Ｑ
騨
由
ト
ロ
＠
句
く
。
曇
壺
ご
Ｑ
く
唖
｛
○
つ
←
く
副

四
国
如
唖
圃
乙
一
【
“
観
ぬ
酎
雲
坦
争
釦
目
・
翻
守
つ
垣
錘
員
四
一
。
←
國
四
②
←
の
。
今
。
垣
く
鄙

一
・
ｍ
密
争
鐘
韓
邑
口
園
四
○
輪
。
隼
國
》
隼
の
一
寸
蝿
邑
守
○
露
邑
四
・
》
函
』
一
一
○
つ
晩
く
鈍

く
寺
中
函
字
画
輿
【
》
ぬ
い
守
○
の
鶴
ｃ
再
四
・
一
｛
【
露
つ
鐸
ご
鶴
○
四
”
ぬ
。
つ
・
・
・
都
く
鈍

酋
陛
釦
。
○
雪
函
今
翻
降
露
ロ
“
陰
画
国
。
“
幽
唖
戸
吟
目
宇
働
争
副
の
噸
迄
“
一
色
一
○
つ
ぬ
く
菌

画
つ
》
の
一
○
唇
ト
ー
②
つ
む
副
玲
密
吟
。
［
マ
ト
ヘ
画
鍾
壷
邑
守
・
の
魂
寺
つ
一
。
函
一
つ
画
く
鄙

幽
廻
》
ぬ
。
の
“
ト
融
○
錘
塗
。
。
”
準
一
一
声
今
の
心
○
の
”
今
吟
ト
ロ
鴎
○
曇
○
副
○
○
【
ご
函

国
四
“
ぬ
函
ｃ
『
『
○
国
吟
『
つ
く
討
争
壁
画
Ｑ
埠
蝕
の
睡
今
”
四
○
．
鴎
←
『
ぬ
。
。
壁
。
つ
く
鈍

雲
⑮
“
儲
←
画
一
ロ
十
○
＋
酋
十
く
・
一
一
宇
←
鐘
十
一
＋
や
一
四
キ
ザ
手
甲
一
罰
十
一
一
宇
一
一
鎧
。
Ｑ
く

卜
○
恥
爵
阜
串
隆
口
・
四
画
Ｑ
辱
『
鈍
【
国
・
色
画
『
雪
轌
ぐ
国
○
隆
晩
く
。
ご
寺
軍
ｃ
』

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
１
１
１
１
１
１
１
１
０
１
１
１
６
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
１
０
ｉ
Ｉ
０

逗
醗
如
○
鋪
卑
一
←
【
寺
”
Ｑ
鴎
一
国
国
露
四
幽
鄙
”
Ｑ
』
○
聖
色
”
○
四
。
”
Ｑ
鴎
色
』

一
口
”
で
。
逗
凹
”
唖
鍾
ぬ
め
ぬ
め
唖
一
寺
邑
画
酎
や
笛
ご
今
』
一
劃
『
・
守
”
都
『
色
匿

つ
く
”
②
鐘
画
一
駒
・
腰
『
邑
鍾
鴎
。
ご
”
。
”
露
函
『
露
・
露
鱈
鍾
邑
“
め
め
色
色
ご
函

唖
観
、
。
隣
一
再
叡
唖
の
函
・
”
壷
。
。
》
Ｑ
歯
○
○
唾
画
一
【
ぬ
寸
色
唾
閏
つ
。
融
固
唾

『
』
や
閏
一
つ
韓
索
『
色
［
一
つ
。
。
つ
今
【
つ
つ
つ
今
・
一
つ
。
一
辱
隼
峰
四
頭
一
一
一

口
ロ
鈑
寸
つ
○
回
つ
ぬ
岱
四
幽
画
一
一
埠
壷
垂
一
ト
ヨ
睡
垂
”
一
吟
【
←
。
一
四
・
一
画
Ｃ

李電》』《《唖率《率函一一唖一一》圭一》一一》一一函一一一』一一》圭一》
つ
。
”
『
・
Ｑ
ｍ
三
》
陰
冒
・
つ
隆
乾
。
。
②
鐸
唖
今
ロ
韓
垂
埠
く
』
←
一
転
唯
一
。
韓
一

『
。
“
副
つ
の
◎
里
》
露
壷
。
辱
◎
蘂
ロ
四
画
堅
一
戸
』
『
陰
”
●
・
宮
唾
鐸
露
ｃ
今
く
畠

閤
つ
如
壷
【
一
旬
里
》
ぬ
『
露
く
つ
露
轌
轌
○
Ｇ
．
つ
。
Ｃ
Ｃ
Ｃ
ト
ー
ｃ
虚
一
環
一
曇
島
露
鍾

壷
の
》
ご
・
ぬ
画
く
一
）
一
色
。
』
圏
鍾
唾
Ｃ
Ｑ
“
匂
尭
蜜
今
錘
些
鞆
房
的
牽
ご
今
今
露
○
く

縫
函
や
。
』
四
的
僅
”
陛
○
垂
索
つ
罰
唾
毎
一
つ
○
氏
一
画
“
鋸
つ
・
鄙
今
竺
。
』
践
鐸
曇
”

ぬ
守
函
←
》
つ
つ
図
鍾
鈎
『
←
罰
く
嵯
卜
。
←
ふ
く
埠
蝿
一
一
梨
ご
画
幽
一
』
割
く
唖
唖
一

い
い
》
』
割
く
峰
。
副
炉
困
口
唖
曇
唾
壷
ご
く
』
《
屋
←
ご
鄙
い
》
痔
一
色
錘
』
ご
《
一
寺
全
鍾

○
○
曲
一
融
轌
“
ぬ
色
僅
今
卑
琴
畠
。
詮
唾
く
つ
［
富
賃
】
壷
韓
寺
。
←
一
一
陸
唾
・
口
電

三
ｍ
叩
』
一
四
一
○
一
○
一
雪
一
ご
ゞ
壷
一
ｍ
←
炉
心
や
←
嵯
今
守
今
阜
一
鈍
一
ご
つ
《

鰯
酎
郭
産
い
く
垂
凶
箆
鄙
毎
く
・
く
鱈
隆
②
壱
一
韓
鈎
←
ぐ
ぬ
つ
唾
②
『
副
唖
画
つ
酋
函
。
宝
つ
め

ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
８
ｌ
１
９
Ｉ
０
１
Ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
０
Ｉ
１
ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
０
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ

毎
晩
”
堅
』
』
一
口
逗
唖
降
一
『
の
守
。
函
命
の
動
。
。
』
←
縄
【
》
ぬ
。
“
唖
“
雪
←
【
つ
い
Ｑ
函

・
露
坤
』
ぬ
。
唾
の
睡
韓
唖
。
②
む
く
の
”
露
”
【
”
つ
甸
頓
口
・
鄙
夏
目
。
』
←
【
○
函
つ
“
○
劃

一
Ｆ
や
←
割
露
。
［
○
掴
○
一
鄙
”
鴎
四
四
←
【
陛
函
の
“
』
雷
の
“
酔
負
鄙
つ
め
○
ｍ
》
つ
。
。
函

韓
毎
砥
垣
醐
◎
ぬ
の
ロ
マ
“
露
”
国
乾
つ
め
守
言
寧
叡
②
唾
・
口
毎
つ
金
仏
←
【
劃
。
“
四
・
八
×
目
印

つ
。
“
←
｛
壷
西
仏
。
争
函
。
“
○
画
“
【
←
『
◎
由
幽
の
函
む
く
鴎
。
”
。
”
“
ぬ
闇
・
つ
画
Ｑ
“

一
ｍ
一
』
ぬ
盈
観
○
ぬ
一
国
つ
“
く
○
の
垣
の
色
鈎
［
争
鱈
ロ
韓
←
く
つ
函
琴
鍾
○
室
○
ｍ
。
“
。
“

○
再
伽
←
ご
守
蝕
函
幽
。
”
②
く
つ
露
融
『
←
『
毎
色
Ｆ
Ｑ
鴎
碗
の
”
垣
守
画
圏
の
函
ｃ
『
・
命
口
醐

マ
函
牢
『
②
②
。
。
”
融
『
色
『
Ｏ
毎
つ
”
今
②
陶
や
『
雨
”
つ
口
唾
。
軍
の
⑮
』
口
酎
ｃ
○
ぬ
。
“

｛
幽
車
車
○
困
壷
角
。
》
寺
観
ぬ
の
一
晩
”
←
園
圏
露
守
鍾
『
守
寺
つ
隣
。
“
。
“
。
。
ｍ
ロ
』
。
“

露
一
坤
争
』
の
『
ぬ
“
陰
函
一
戸
鰯
画
“
『
←
『
守
寺
軍
”
・
的
西
口
守
》
ぬ
韓
国
『
Ｑ
ｍ
ｃ
の
Ｑ
“

鐘
銅
や
一
四
“
蝿
←
【
く
ゅ
②
。
。
”
の
唖
。
『
の
。
頃
守
岬
閣
”
。
←
【
“
【
守
め
め
ロ
。
唖
。
鈍

画
幽
弛
画
く
鍾
露
四
口
電
園
ご
唖
守
つ
い
輌
唾
画
く
醜
く
寺
色
・
画
鴎
句
○
鍾
函
副
瞬
く
醜
・
守
口
融

一
画
如
く
唖
鍵
『
つ
の
”
ぬ
。
届
鴎
鴎
蝕
め
。
四
一
函
・
輌
○
隣
隣
国
鴎
○
画
。
”
・
函
『
・
や
Ｑ
鄙

韓
画
、
匿
○
む
め
坤
。
寸
卑
四
つ
の
○
角
角
隅
つ
幽
鍾
②
“
岸
“
画
“
吟
の
四
》
。
⑭
○
の
ｃ
“
Ｑ
函

・
幽
必
国
”
鴎
。
囚
幾
つ
つ
Ｑ
・
『
・
◎
・
四
隣
つ
。
。
。
・
・
つ
つ
唾
“
。
。
守
『
つ
ｃ
つ
『
Ｑ
“

ぬ
［
碑
←
。
ご
鼬
垣
『
”
・
○
ぬ
。
”
隼
国
○
酌
寺
○
ぬ
今
←
言
酎
百
○
ｍ
ｃ
の
一
○
吟
鈍
こ
つ
。
“

室
、
叩
隅
十
“
十
口
十
○
十
画
十
く
や
②
十
ｍ
十
一
＋
の
＋
ゆ
キ
マ
＋
嘩
十
酬
十
『
＋
Ｃ
壁
口
ロ
く

饅
“
軸
“
ぬ
Ｏ
く
観
色
飼
幽
些
酌
○
つ
つ
い
四
口
国
字
”
。
②
函
観
甸
○
幽
○
の
寸
鍾
ロ
【
宝
．
め

１
１
０
４
０
１
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｌ
１
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
０
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ

Ｃ
く
め
。
“
。
鈍
“
く
尋
や
守
電
今
露
範
辱
め
』
ご
“
つ
つ
つ
Ｃ
Ｏ
”
ぬ
”
・
函
◎
寺
。
い
○
鴎
幽
函

醇
つ
叩
毎
つ
画
鄙
つ
・
つ
○
○
画
隆
鴎
の
“
。
つ
毎
”
［
つ
つ
◎
ぬ
○
ｍ
や
め
晩
の
。
ご
函
○
四
幽
醐

く
い
叩
韓
一
○
塵
ロ
韓
ロ
隼
○
・
○
韓
露
四
つ
申
守
ｃ
雪
園
Ｑ
い
め
『
○
ｍ
“
の
。
マ
マ
○
・
口
四
割

韓
国
酌
く
“
。
》
塁
『
。
“
幽
画
の
②
○
画
国
閤
鐘
困
却
つ
》
②
の
露
輌
の
観
ぬ
》
幽
邑
四
○
○
四
醐

酔
醸
韓
寸
鴎
蛎
函
『
ぬ
毎
超
。
『
。
”
》
幽
垣
幽
寺
函
の
ご
寺
四
○
画
餌
四
四
の
唾
。
守
露
・
国
幽
騨

国
Ｑ
“
軍
動
【
。
。
四
口
鎧
。
”
の
鴎
の
く
や
鍾
愛
一
』
凶
守
壷
つ
画
ぬ
ぐ
色
○
ぐ
ぬ
一
四
つ
ご
幽
函

←
く
ぃ
唖
融
○
唾
》
ぬ
塗
四
口
つ
。
唾
函
つ
。
“
②
《
一
“
ご
嘩
函
画
つ
○
壷
一
国
亭
一
画
圏
。
、
幽
蝕

瞳
【
砿
》
・
垂
越
中
鐘
垣
幽
○
劃
”
曇
Ｃ
め
ゃ
”
扇
【
韓
幽
。
”
。
、
垣
幽
守
嘩
む
く
の
○
ｃ
ｍ
国
威

画
一
姉
寺
輔
・
ロ
ロ
、
酌
・
ロ
⑭
。
函
、
“
＠
画
●
（
一
○
つ
○
○
句
露
口
画
つ
Ｃ
Ｑ
唾
一
画
ｃ
←
幽
釦

○
函
韓
踊
碗
Ｑ
函
因
め
。
、
卜
四
晩
守
口
由
○
つ
。
雲
幽
。
つ
つ
ロ
ー
＠
ぬ
の
鄙
○
四
つ
。
。
②
閏
蝕

←
晦
岨
ロ
韓
国
露
一
四
叡
副
ぬ
く
』
四
○
つ
○
毎
の
四
の
”
口
型
。
園
②
く
Ｑ
幽
酎
『
○
ぬ
ｃ
岬
幽
酌

阜
、
叩
○
幽
豊
一
一
つ
め
。
｛
つ
つ
・
寺
。
》
つ
鴎
◇
。
○
閏
。
ｃ
ｃ
の
宛
ぬ
。
邑
閨
つ
め
○
寸
埋
討

睡
鐸
弛
一
画
寺
。
画
。
“
今
国
鄙
守
・
『
○
僅
唖
『
つ
く
酌
守
“
垂
酉
一
ｍ
瞬
隠
雪
戸
の
②
つ
め
四
函

○
興
亜
一
口
く
つ
の
○
く
百
○
ぬ
い
四
く
今
。
”
←
函
の
四
画
【
。
”
炉
画
『
雪
ロ
、
蝿
酎
。
割
四
“

Ｑ
画
距
争
四
酋
画
○
四
軍
”
。
“
○
ぬ
。
”
画
”
国
守
融
『
←
『
口
車
垣
ロ
・
国
②
鴎
○
四
つ
『
画
討

つ
』
、
い
く
画
一
芭
錘
辱
雨
唾
・
ロ
函
函
』
⑮
韓
争
』
←
『
幽
亜
○
四
鍾
鍾
。
”
ロ
軍
。
←
つ
つ
四
唖

三
切
琴
』
十
四
一
口
一
．
士
国
ふ
く
寺
の
一
四
傘
←
｛
の
＋
唖
キ
マ
＋
”
ふ
頭
十
『
＋
ｃ
手
匿
ロ
ロ
雪

而
茎
①
の
←
エ
バ
。

、 産
ご
唾

Ｉ
Ｉ
Ｏ
０

今
階
○
酎

今
幽
診
函

。
。
。
鈍

○
。
○
討

つ
国
○
計

。
ご
○
鄙

ロ
毎
．
副

・
ぬ
。
“

一
一
ｃ
蕊

つ
い
○
融

今
噸
○
蝕

・
マ
◎
顎

つ
蜂
。
割

一
劃
ご
討

つ
一
Ｃ
鄙

・
つ
Ｃ
劃

崖
Ｑ
こ
ぐ

“
○
竿
仏
ロ
軍
胃
韓
『
ぬ
画
四
め
め
頤
、
“
』
一
つ
割
【
一
晩
や
つ
⑭
低
め
『
国
の
頤
園
弓
雫
匡
）
ぬ

１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
０
１
Ｉ
１
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
ｆ
１
ｌ
ｌ
０
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
ｌ
ｌ

鹿
“
“
②
嘩
甸
［
ロ
鴎
吟
図
画
必
国
罰
唖
・
ロ
仏
回
国
函
［
口
鱈
←
園
毎
唖
幽
『
口
幽
←
鶴
つ
』
ぬ
函

垣
【
”
・
守
垣
◎
哩
鴎
四
画
。
隣
閏
○
ぬ
”
画
Ｃ
Ｑ
唾
［
・
・
・
○
．
寺
田
○
つ
←
【
ぬ
蝿
。
幽
唖
額

蝕
ご
如
幽
。
晩
”
画
。
。
『
◎
ぬ
ご
【
“
匂
。
、
・
・
の
仏
国
。
。
【
○
釦
ご
【
←
【
字
○
・
口
”
劃

函
画
韓
ロ
。
←
『
国
電
ぐ
［
←
【
ぬ
露
○
の
つ
軍
国
魁
や
割
く
い
つ
“
←
く
○
範
つ
函
Ｃ
ｏ
Ｃ
ｏ
唖
副

。
“
“
酋
四
垣
函
く
め
・
“
偶
む
つ
幽
鍾
○
○
・
国
四
四
②
鱈
鍾
陛
召
国
鴎
の
”
つ
つ
争
幽
。
画
唖
“

【
◎
韓
幽
○
・
詩
の
鴎
幽
禺
盈
国
盟
唖
く
一
口
的
。
”
醒
め
。
”
四
四
つ
【
四
○
寺
”
の
函
・
く
い
“

ぬ
畠
亜
幽
鴎
○
四
邑
唖
ロ
”
鋼
。
一
寸
。
○
凶
の
幽
囚
』
函
。
『
寧
○
の
②
隆
角
。
“
副
【
・
の
唖
函

曇
四
一
函
【
○
○
醜
つ
。
僅
隣
←
僅
邑
。
『
・
【
く
『
ｐ
ｍ
Ｑ
鴎
吟
鴎
瞬
つ
四
○
・
つ
。
》
。
め
い
函

討
く
印
②
『
ｏ
ｐ
Ｑ
ｍ
の
銅
四
的
。
鰐
口
圏
国
”
く
め
○
○
弐
陛
垣
酌
ご
マ
○
ぬ
。
“
一
画
つ
←
唖
函

唖
偽
》
今
【
画
、
つ
め
口
間
煙
、
つ
②
。
角
』
画
②
め
め
の
○
函
←
鐘
『
“
の
鐘
○
ぬ
。
隅
。
の
幻
副

ご
ロ
韓
ロ
』
の
ぬ
い
函
。
○
○
つ
Ｑ
唾
○
建
つ
。
。
。
『
『
口
四
つ
【
『
・
○
○
鯰
の
。
隣
つ
ぬ
瞳
函

←
幽
必
国
←
②
韓
閏
つ
。
煙
の
圏
匂
画
色
圏
鈎
←
。
←
ぬ
②
。
国
函
・
ロ
四
一
四
＠
の
○
魁
つ
守
唖
函

的
』
や
凶
睡
○
輌
興
戸
』
『
口
・
の
ｏ
ｍ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
ぬ
く
の
酎
早
四
隣
・
つ
。
陶
画
０
句
の
つ
め
唖
“

回
国
知
罰
金
←
陶
画
←
廻
○
・
寸
画
【
』
【
ｃ
ｃ
阜
韓
瞬
毎
一
再
今
。
く
め
。
。
【
一
画
『
ｃ
“
ぬ
“

ぬ
い
、
四
四
。
幽
守
、
つ
い
隣
再
翻
Ｃ
Ｑ
陛
醇
画
鍾
”
。
。
。
“
←
ぐ
の
”
垣
”
園
。
の
“
。
【
ぬ
園

。
”
恥
○
酌
【
○
つ
つ
。
函
の
函
つ
燭
む
め
国
○
○
つ
の
『
。
○
・
○
つ
。
『
・
』
○
つ
“
・
ロ
唖
蝕

塞
画
酔
幽
十
画
十
口
十
○
四
十
く
＋
函
十
画
十
一
牟
画
十
唖
十
守
十
”
＋
割
十
【
十
・
十
“
自
負
く

Ｃ
【
呼
函
韓
○
確
曄
守
寺
②
今
。
○
忌
軍
鰹
守
口
の
唖
ロ
・
亜
唖
幽
画
唖
睡
婦
峪
○
○
一
く
雲
つ
め

ｌ
ｌ
１
０
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
０
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｏ
ｌ
ｌ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０

画
○
や
》
○
○
国
里
一
一
．
・
・
。
。
”
○
国
討
卜
◎
ｃ
ｃ
壷
鍾
つ
一
口
一
つ
。
。
。
”
今
一
四
邑
蝕

“
←
》
超
函
露
鍾
些
｝
『
Ｃ
ｏ
ｏ
副
一
睡
菌
畠
命
『
・
鯰
め
つ
国
。
。
・
。
。
○
麺
ｃ
く
園
つ
い
零
蝕

つ
く
齢
の
暉
函
つ
○
四
蝕
再
○
ぬ
“
。
○
鯉
寺
②
○
四
句
・
ロ
”
寺
鍾
○
睦
晩
》
、
『
韓
一
。
ロ
画
討

四
○
垂
。
”
つ
ぬ
ト
マ
②
『
壷
『
“
・
ロ
韓
国
》
。
“
守
菌
宛
”
＠
つ
｛
融
国
輔
。
“
｛
”
ｃ
○
画
“

○
一
や
め
露
。
②
一
軍
画
『
Ｑ
ｍ
Ｃ
寺
。
垂
寺
酎
尋
畢
吟
で
。
②
戸
唾
露
尭
＠
割
・
宛
園
函
ロ
画
弓
鄙

”
ト
“
口
鍾
』
幸
。
“
寺
罰
つ
ぬ
い
画
露
命
・
○
ぬ
の
。
②
。
”
守
融
露
や
ぬ
い
。
②
・
酌
・
く
垂
函

←
く
如
鋪
”
○
昂
。
華
の
露
。
“
○
壷
。
”
守
討
の
”
』
毎
。
“
。
”
尋
辱
Ｃ
討
つ
②
翻
守
・
の
軍
討

守
函
“
Ｑ
重
◎
い
つ
”
←
毎
つ
つ
ト
ヨ
◎
露
卑
唾
重
←
員
塵
ｃ
観
の
露
》
酌
つ
め
つ
守
守
亜
つ
韓
芭
鄙

酎
ご
如
唖
唖
争
一
の
『
。
”
・
露
唖
・
ロ
錘
”
Ｏ
く
つ
←
【
む
つ
鴎
露
く
ぬ
。
。
←
戸
つ
鄙
ｃ
一
一
“

②
阜
妙
つ
輌
幸
西
”
”
『
・
←
四
面
生
マ
。
『
ロ
の
幽
唖
Ｑ
雪
。
』
｛
・
唖
←
ぬ
。
守
一
寸
・
唖
の
副

寺
邑
辛
守
画
○
四
つ
く
つ
今
←
【
○
毎
つ
②
垣
。
守
琿
隆
鶴
・
。
。
。
ｃ
今
○
・
守
再
興
。
○
ぬ
廻
蝕

Ｏ
『
幸
。
【
く
。
今
一
観
つ
つ
『
ぬ
つ
睡
鍾
一
○
・
つ
む
つ
つ
。
唖
。
つ
。
マ
つ
つ
・
”
。
。
寺
壷
醐

幽
の
“
・
や
つ
ロ
つ
。
【
・
・
つ
っ
つ
く
》
ぬ
。
②
言
○
四
○
つ
←
毒
守
口
唖
Ｃ
犀
【
画
②
つ
め
邑
割

◎
画
一
の
Ｑ
【
”
・
毎
国
曇
○
つ
Ｆ
［
つ
【
。
”
今
唖
国
”
画
。
。
⑭
一
軍
犀
②
ぐ
。
函
。
つ
画
一
蝕

鹸
辱
藍
垣
罰
つ
マ
マ
○
画
一
口
鱈
垂
匡
幽
『
Ｑ
陶
皇
一
睡
曇
色
一
蝕
口
○
一
Ｆ
【
『
の
一
軍
つ
『
邑
園

ぐ
唾
如
融
隆
四
隣
口
、
む
く
＠
。
”
》
討
つ
宛
つ
く
言
の
言
雨
つ
○
ｍ
。
”
“
副
○
○
“
。
・
・
ぬ
蝕

ま
ぬ
韮
幽
千
四
十
口
←
’
０
←
国
十
．
く
←
由
十
画
十
←
十
画
←
四
十
守
十
”
ふ
ゞ
因
十
『
＋
つ
麓
。
Ｑ
く

寸
巴
函
色
色
ご
露
ご
』
垣
曇
重
田
国
画
函
函
四
句
壷
函
錘
○
○
く
岳
唖
一
つ
垣
蛉
一
つ
ロ
垂
毒
つ
め

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｏ
１
１
１
１
１
０
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
０
１
１
１
１
Ｉ
１
１
１
ｌ
１
１
１
１
０
０

守
戸
叩
幽
偽
幽
降
』
【
寺
四
ｃ
ｍ
守
輔
【
②
鋪
←
“
露
【
”
窮
め
○
一
寺
”
銅
『
○
韓
酷
圏
、
健
一
鄙

弱
一
如
討
つ
色
。
討
今
口
韓
画
唖
討
②
津
の
》
つ
の
輯
寺
』
『
・
口
”
一
轌
毎
や
吟
酌
の
・
つ
圏
号
討

起
つ
埜
声
○
鄙
迄
迄
口
国
寺
。
”
つ
め
。
函
つ
函
命
寸
錘
一
一
声
彰
鍾
卜
○
函
つ
む
。
色
色
つ
。
←
醜

○
ｍ
“
Ｑ
幽
守
瞬
一
”
、
の
韓
壺
割
命
の
幽
踏
鈍
の
○
つ
・
辱
四
今
一
の
つ
ぐ
割
ぬ
○
今
。
。
。
』
“

ぬ
。
“
ぬ
“
・
｛
壷
の
。
睡
函
や
○
四
【
今
一
つ
”
。
“
の
○
四
国
←
②
一
醍
室
守
幽
ｃ
や
。
固
い
討

酌
一
露
的
四
一
○
歯
。
四
つ
“
【
鈍
幽
画
口
つ
副
寺
弱
国
討
つ
。
廼
邑
箏
○
聾
菌
壷
○
画
雨
一
つ
ご
一
因

、
。
、
“
。
○
圏
守
垣
口
廻
》
○
唾
幽
や
②
○
国
ｃ
②
。
睡
酎
言
守
唾
○
四
ｍ
岸
討
”
阜
嘩
。
②
←
酌

四
一
叩
○
幽
唖
“
←
○
つ
つ
”
ぬ
『
一
の
く
“
『
一
一
の
今
陛
幽
討
つ
鴎
四
口
・
守
郵
の
唖
。
韓
一
“

『
。
“
ぬ
く
『
『
［
》
ぬ
露
観
酎
四
画
》
。
。
“
今
・
ロ
画
守
函
○
画
函
一
口
毎
つ
“
○
国
。
一
一
騨

寸
碗
函
。
０
画
『
』
『
垣
Ｃ
Ｑ
幽
討
・
ロ
錘
の
融
○
幽
酌
ｃ
○
ｍ
“
函
○
画
や
。
○
四
守
函
つ
の
一
因

←
つ
酌
○
画
○
・
口
鐘
。
錨
○
四
○
陰
唖
や
つ
【
ぬ
函
割
露
ご
一
口
“
←
。
。
四
ｍ
零
ｃ
”
・
唖
一
割

ご
邑
叩
つ
国
。
画
討
守
団
国
討
融
口
画
国
・
○
画
》
“
Ｑ
国
字
○
露
幽
つ
鄙
。
“
守
輔
○
四
つ
マ
ト
萄

玲
く
い
字
画
『
の
。
炉
載
や
。
←
守
露
』
ぬ
画
つ
む
『
の
”
討
つ
。
○
ぬ
。
ぬ
い
”
守
唖
。
・
”
←
鄙

。
。
如
く
副
口
守
の
”
鄙
。
。
幽
嘩
つ
。
鍾
鈍
。
◎
四
》
、
。
騨
句
。
。
”
守
”
。
“
の
軍
令
“
一
句

》
←
蝉
頃
。
口
幽
鈍
守
鰯
く
函
今
○
四
守
錘
○
幽
守
。
ぬ
く
守
鍾
◎
四
②
翰
函
ｃ
邑
幽
蝕
守
。
［
←
罰

ｃ
討
酌
麺
閨
観
○
○
四
守
函
ロ
幽
守
。
”
鶴
》
ぬ
。
“
の
⑫
討
つ
Ｑ
画
融
守
○
幽
守
韓
ロ
鋼
・
つ
←
討

室
吻
如
隣
十
四
や
」
Ｑ
十
○
十
画
十
く
一
一
句
寺
“
＋
ト
ー
四
参
“
嶮
十
守
十
”
←
討
十
｛
十
・
十
鴎
。
。
く

壷
叡
恥
畠
【
辱
画
画
嘩
ロ
ー
鐘
く
ご
垂
つ
画
幽
口
畢
韓
の
毎
画
く
酋
守
つ
副
四
一
一
○
仏
争
露
つ
め

ゞ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
０
１
８
０
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
１
０
１
１
１
Ｉ
Ｏ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
９
１
１
１
１
９
０
０
１
１
１
１
Ｉ
１
１
Ｉ

←
幽
如
・
つ
め
。
”
ぬ
命
寺
輯
つ
く
鄙
討
。
”
ご
叡
喧
。
“
○
画
②
つ
。
“
『
い
○
四
○
四
。
鍵
⑭
蝕

め
。
“
の
守
由
唖
○
守
○
韓
口
画
く
釣
。
”
ｃ
廻
言
つ
○
○
鋪
Ｏ
毎
晩
の
守
鍾
つ
く
討
つ
・
・
国
璽
副

←
ぬ
堅
垂
ご
島
寺
○
毎
。
四
》
・
◎
画
画
匂
。
、
。
画
［
。
【
・
Ｏ
Ｃ
Ｃ
唖
一
一
一
酌
つ
｛
つ
。
毎
割

の
守
飛
騨
②
垣
。
②
。
守
萄
。
寸
言
つ
め
画
◎
胃
◎
つ
鍾
卓
寺
Ｃ
Ｑ
囚
。
宮
寺
討
鍾
○
一
○
つ
○
画
副

唖
蝿
亜
守
『
酋
蝕
の
○
○
四
“
『
＠
割
。
②
雲
○
○
一
守
國
色
。
『
◎
酎
函
の
。
○
口
唖
章
つ
い
韓
國

興
一
叫
騨
邑
酎
魂
寺
つ
口
鍾
寺
幽
つ
銅
Ｑ
唖
四
鴎
←
〔
唖
隼
毎
ｍ
卑
頸
幽
陛
吟
司
寺
の
今
唾
。
三
②
争

媚
器
坤
幽
唖
睡
隆
醇
二
【
隼
埠
桑
か
函
つ
壷
唾
←
“
碗
。
唖
寸
宛
く
一
一
一
車
］
脚
の
ト
ヨ
・
申
鍾
“

｛
ぬ
如
く
函
。
司
討
“
ぬ
口
車
今
。
“
副
Ｃ
Ｏ
偽
守
つ
○
四
蚫
函
守
函
・
守
『
。
卑
韓
ｃ
一
つ
鍾
鍾
醐

酎
尋
伽
画
鑓
画
函
》
壷
◎
画
匂
軍
鍾
塞
唖
露
守
偽
雫
融
迄
の
鍾
唖
『
一
鍾
○
め
つ
一
一
『
◎
・
←
ぬ
争

函
幽
如
○
鯉
口
Ｃ
Ｑ
②
。
。
・
・
幽
○
ヰ
ウ
睡
瞬
一
再
『
ぬ
索
露
守
幽
。
罷
め
←
評
吟
一
口
・
迄
鍾
酎

唖
“
“
唖
毎
．
国
ト
雪
一
『
”
鄙
。
”
○
く
幽
陛
』
『
》
煙
幽
幽
卑
ご
圏
幽
←
一
○
“
・
錘
つ
い
唾
鄙

国
暁
舘
幽
雪
画
僅
浄
【
『
銅
軍
卑
鍾
“
つ
の
つ
め
麗
今
幽
口
○
画
つ
め
蝕
め
←
。
》
・
壷
◎
つ
守
韓
酎

邑
的
輌
つ
ぬ
》
”
ぬ
餡
障
辱
唖
露
つ
露
函
の
寧
罰
の
吟
や
○
の
今
一
劃
今
哩
の
。
《
）
今
。
蕊
・
辱
め
毎

一
再
馳
乾
“
←
。
【
・
の
。
“
ロ
。
◎
ぬ
。
ｃ
つ
』
今
健
。
陰
つ
つ
陰
唖
韓
輔
邑
副
”
気
邑
．
・
函
”
副

守
口
函
醇
『
←
『
守
圏
・
毎
つ
め
鱈
毎
画
・
。
②
。
”
》
・
口
幽
で
く
牢
ぐ
》
。
○
四
》
ぬ
。
『
函
討

口
邑
舜
口
幽
寺
ぐ
ぬ
圏
守
鐸
○
四
ぬ
く
『
ぬ
唖
幽
・
露
四
参
函
。
争
踏
鴎
塵
屋
一
宇
＠
つ
②
一
つ
“
“

垂
、
坐
鉛
寺
四
十
口
士
。
＋
邑
十
く
と
．
の
小
苧
や
や
や
の
→
唖
十
守
も
鯵
←
罰
一
一
つ
一
醒
口
口
冤

閏
く
釦
僅
』
←
晩
曇
銅
”
ぬ
口
角
銅
陰
口
、
垂
○
歯
◎
錘
四
○
或
酎
韓
四
鍾
寸
唖
陛
晩
や
割
霞
宴
幽

Ｉ
ｌ
１
０
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
１
Ｉ
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
０

ｏ
酔
韓
←
【
声
嘩
ｃ
毎
寸
副
”
”
鐘
。
の
函
く
吟
吟
○
画
鰹
②
蕊
。
垣
四
○
つ
蝉
。
』
垣
［
・
函
の
“

。
←
坤
［
四
車
軸
函
画
由
口
画
『
Ｑ
偶
←
【
喰
両
。
露
宇
郵
唖
電
辱
め
○
の
函
つ
③
”
ｃ
壷
一
画
②
鄙

守
口
亜
く
つ
銅
←
討
つ
吟
『
ロ
国
。
雨
函
く
画
鱈
醇
再
蝕
四
吟
。
》
・
色
○
句
迄
卜
。
』
一
。
。
②
函

』
く
め
②
【
画
く
。
軍
垣
垣
角
争
【
毎
口
幽
師
寸
壷
幽
戸
守
壷
ご
寺
函
露
露
轌
迄
画
、
一
煙
つ
○
毎
画

の
守
印
←
副
つ
む
②
。
”
函
の
鈍
”
”
②
。
②
幽
韓
副
こ
め
の
Ｑ
隆
○
つ
融
口
・
声
己
醇
一
○
鍾
軍
函

幽
翻
如
鴎
色
つ
酎
唖
守
口
“
》
つ
い
蕊
、
ｍ
＠
口
軍
国
ロ
。
卜
『
Ｑ
唾
幽
鴎
齢
一
壺
声
四
割
今
ご
壷
“

零
つ
睡
錘
廼
邑
。
“
鄙
の
○
一
『
守
函
つ
め
函
の
幽
囚
一
一
つ
“
＠
つ
ト
ヨ
○
四
一
口
鐸
轌
。
壁
車
翻

く
寺
や
②
。
守
宛
の
つ
ぃ
宮
吟
函
炉
。
敏
○
吟
。
②
鍾
陶
・
一
の
』
つ
む
隼
唖
”
く
陛
四
隆
一
②
争
酎

画
嘩
、
Ｆ
『
露
『
の
く
つ
”
“
［
輯
く
低
働
く
【
ぬ
く
興
鍾
の
【
寺
錫
四
口
。
“
一
・
画
唾
一
Ｆ
今
函

』
垣
韓
Ｃ
軍
一
○
○
韓
露
ご
琴
画
鍾
鄙
錘
吟
毎
鍾
韓
⑮
今
一
》
哩
曇
“
鐸
。
｛
つ
毎
．
尋
め
つ
轌
阜
函

』
ぬ
蝉
寺
【
○
ｍ
②
『
←
“
く
い
争
い
②
函
【
『
。
『
”
く
氏
ご
ｍ
一
ぬ
く
鱈
電
。
。
＠
つ
○
ぬ
②
鄙

守
辱
四
。
。
”
一
○
②
一
画
唖
蜘
○
鐘
←
く
（
×
］
つ
副
ｍ
『
ぬ
ご
瞬
く
一
◇
ぬ
。
②
”
魂
副
つ
守
匂
副

画
卑
函
○
四
字
ぐ
醇
色
国
討
ご
”
函
韓
”
ぬ
。
『
垂
露
争
”
壷
○
一
つ
韓
韓
◎
ぬ
鄙
専
一
翻
。
桑
壷
函

鐸
吟
必
四
副
畢
②
◎
ぬ
ト
マ
。
”
壷
【
画
く
函
雪
。
『
鐸
く
窪
ぐ
鱈
【
ぬ
く
壁
く
つ
○
．
ｃ
ｃ
薗
今
翻

超
。
》
○
○
寸
酌
。
“
←
幽
鍾
一
○
”
一
軍
○
ｍ
》
函
吟
『
匂
鱒
○
○
つ
つ
凶
く
討
つ
四
幽
今
雪
辱
副

つ
鍾
酌
守
唖
。
“
露
く
今
【
ご
函
。
⑭
口
幽
句
寸
②
唖
一
垂
○
ぬ
。
睡
函
一
○
唾
。
垂
【
つ
つ
つ
函
鄙

窒
⑮
如
辱
一
四
十
口
’
千
○
や
画
今
．
ご
寺
、
②
ふ
ゞ
画
十
吟
一
邑
十
い
や
守
手
毎
幸
学
一
声
十
・
一
画
ロ
ロ
く

－
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三
○
つ
”
『
『
『
鈴
口
『
”
劃
く
『
唾
四
四
守
蝕
○
○
菌
、
叡
唾
吟
⑮
○
四
国
く
い
守
口
国
四
霊
二
ｍ

ぜ
・
９
９
．
９
■
■
６
９
０
．
．
■
■
■
■
■
■
８
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
、
。
■
■
■
Ｕ
■
Ｏ
ｂ
Ｕ
Ｄ
Ｇ
■
ｅ
●
■
●
１
．
■
■
Ｕ
●
Ｕ
８
Ｆ
凸
Ｕ
■
■
■
■
０
■
■
■
凸
Ｕ
■
Ｕ
Ｄ
Ｕ
Ｂ
ｑ
凸
日
＆
■
●
８
・
■
９
０
８
。
■
凸
Ｕ
■
ｐ
凸
・
凸
Ｕ
■
■
由
り
■
■
■
ｑ
■
巳
。
？
Ｇ
・
凸
Ｂ
ｂ
■
●
、

一
い
む
、
の
竃
、
ぬ
い
の
ご
国
Ｑ
幽
函
つ
。
四
一
局
。
“
幸
“
Ｑ
国
守
ヰ
マ
免
四
や
←
“
（
国
ｃ
陛
軍
”

《
の
、
”
○
四
一
ｍ
。
②
や
”
○
○
一
つ
。
。
。
。
・
○
ロ
ロ
圃
・
釦
◎
つ
。
・
。
◎
つ
つ
○
・
四
函
”

一
“
ぬ
恥
。
ｃ
函
【
つ
一
侭
。
』
＠
国
。
。
ｃ
ｃ
＠
つ
。
、
ｃ
ｃ
。
“
○
ｃ
ｃ
・
・
・
・
つ
つ
。
○
唾
宛

《
○
四
ｍ
ｃ
Ｃ
ｃ
幽
的
”
ぬ
②
齢
”
。
》
の
。
←
『
や
“
・
鉤
の
“
。
。
←
『
鈍
○
の
。
ご
ロ
○
○
ｍ
ｍ

一
”
ロ
配
幽
幽
寸
の
。
”
○
ｍ
函
の
』
『
○
つ
邑
唾
。
”
の
壷
。
“
討
融
Ｑ
凹
守
の
口
四
寸
起
○
国
曇
”

《
の
雪
印
”
幽
口
”
。
『
②
函
垂
國
の
幽
守
酷
垣
・
←
『
ご
園
邑
四
画
“
ぬ
隼
マ
二
つ
”
ロ
韓
つ
く
函
”

肝
。
“
伽
僅
の
守
函
。
”
・
の
＠
。
』
一
や
“
。
”
・
唾
幽
の
←
副
○
ぬ
の
②
Ｑ
幽
竪
○
○
・
ｃ
ｍ
の
”

一
ロ
の
酌
め
○
蝕
む
邑
幽
園
副
⑥
画
守
色
色
幽
守
ご
”
四
『
。
＠
。
”
②
口
角
。
『
⑮
⑬
『
や
つ
韓
唖
輌

一
←
画
韓
。
⑭
画
幽
ぐ
醐
垣
四
寸
睡
。
“
や
く
。
幽
唾
』
国
軍
》
ぬ
一
”
・
の
マ
銅
○
ぬ
０
ｍ
○
一
の
”

一
ロ
四
鮎
一
四
ｍ
”
『
守
口
四
マ
マ
寺
マ
ヰ
守
守
や
四
○
字
。
⑭
の
函
『
守
○
炉
ご
守
起
壷
口
・
垣
の
”

一
唾
色
、
吟
戸
守
鎚
。
』
。
』
←
ぐ
む
◎
←
『
唖
・
ロ
陰
四
一
の
四
．
田
。
“
ぬ
四
。
隣
○
四
○
ｍ
④
”

《
ヰ
ト
叩
“
○
○
四
←
ぬ
。
“
。
“
”
ぬ
。
幽
色
巴
守
②
○
四
討
韓
○
四
』
』
自
宮
の
。
函
○
・
守
の
”

『
“
こ
い
②
○
一
｛
の
”
呼
幽
口
鈍
ロ
○
口
』
催
一
色
。
。
』
←
函
蝕
○
の
。
“
。
。
蝿
一
四
つ
め
の
の

垂
寸
碗
Ｔ
Ｑ
Ｃ
Ｑ
低
陛
一
口
・
ロ
幽
卜
邑
宛
。
④
函
幽
つ
色
陛
吟
璽
四
雪
国
副
一
”
○
四
匹
○
・
卸
の
”

「
②
。
“
Ｆ
◎
の
『
守
。
Ｑ
四
○
雨
毎
幽
寸
幽
⑮
ぐ
○
四
○
．
○
四
○
“
命
く
守
四
ｍ
ご
○
“
○
コ
の
”

《
守
○
唾
邑
。
。
幽
醐
。
。
“
。
『
②
ご
ロ
軍
幽
函
”
起
電
四
四
雪
○
四
唖
○
口
②
“
函
”
“
つ
つ
唾
”

》
ま
め
叩
必
牛
幽
◆
。
＋
○
◆
画
◆
塁
◇
唖
十
輔
◆
吟
十
色
伊
唖
中
や
◆
ぬ
◆
鄙
◆
一
◆
・
中
更
目
色
く

垂
国
晩
酌
の
画
の
守
画
『
←
鈍
い
【
室
。
”
国
の
←
垣
○
つ
○
露
“
韓
隆
『
国
一
四
』
一
錘
の
房
つ
め

令
ｏ
８
Ｕ
△
■
巳
Ｇ
ｇ
』
■
■
宇
白
■
ｑ
Ｇ
■
Ｚ
■
Ｕ
・
■
■
・
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
ｑ
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
一
■
■
』
■
■
』
■
■
』
■
■
■
■
《
■
■
《
■
ｐ
凸
■
Ｕ
』
■
■
』
■
、
』
■
、
《
■
■
■
■
』
■
■
・
■
■
Ｑ
■
・
《
■
５
－
■
■
■
■
』
■
、
《
■
■
一
■
■
二
■
■
』
■
■
０
■
“
二
■
亘
■
■
《

．
○
隆
睡
○
一
○
○
○
・
○
○
四
四
・
ｃ
起
陛
四
画
。
『
ご
”
ロ
隆
一
催
←
○
℃
○
国
『
。
』
・
壁
く
”

一
○
晩
”
函
吟
◎
の
守
宛
国
画
。
。
←
雷
。
⑮
口
幽
←
仏
画
○
垣
。
。
Ｑ
唖
萄
つ
融
色
○
守
寸
。
幽
起
翰

一
翠
一
龍
竈
訟
零
溺
詫
傘
霊
竃
圭
霊
罐
宰
霊
謡
宰
詣
奉

一
ぬ
の
酌
。
凹
型
○
四
年
噸
ロ
ー
『
ぬ
。
Ｑ
』
隆
一
融
唾
。
』
←
隆
酎
》
四
○
○
ｍ
⑰
○
一
一
。
固
く
”

一
【
◎
軸
○
ｍ
や
”
餌
。
。
◎
唖
マ
マ
。
“
の
唖
○
四
『
融
。
Ｑ
“
四
つ
。
、
。
”
『
◎
守
○
・
雪
く
め

》
四
【
伽
一
内
ｘ
Ｕ
ｐ
韓
陛
・
の
○
口
韓
』
守
』
ぬ
一
酎
函
○
四
○
の
”
の
鐘
。
“
ぬ
”
←
画
く
唖
。
申
電
”

一
○
画
“
壷
”
の
四
”
◎
晩
因
む
”
｛
四
隣
唖
『
。
こ
“
晩
毎
国
四
一
○
②
○
鄙
の
色
“
ぬ
○
・
四
竃
”

◇
鍾
一
如
卜
く
い
”
②
四
②
『
唖
“
・
函
『
”
○
・
一
句
。
『
室
②
【
。
④
○
菌
『
ト
酎
唾
○
・
Ｆ
ご
尭

庖
寸
函
“
『
韓
四
『
←
帥
。
『
【
”
陛
陛
の
。
。
『
←
酌
毎
画
色
の
鈍
の
②
睡
御
鍾
唾
討
一
の
。
垣
逗
壷

→
幽
鍾
、
ロ
ロ
の
由
邑
函
吟
の
ハ
パ
】
函
○
口
⑪
画
く
輯
』
一
一
『
唖
。
”
画
の
”
隆
一
『
暉
鍾
ｃ
ぬ
く
め

｜
”
。
“
一
色
く
。
②
。
②
色
口
四
ｍ
”
函
垣
再
の
生
・
の
”
の
。
唖
。
←
戸
田
⑤
。
韓
唾
酌
・
ぐ
く
動

》
唖
壷
函
ロ
画
一
母
卑
哩
。
”
。
『
唾
亜
い
”
の
幽
匂
鄙
一
画
“
・
壷
幽
『
鄙
。
“
寺
四
○
四
○
麺
く
ぬ

｝
唖
由
如
守
函
一
画
白
醜
←
曇
。
”
。
”
マ
ｃ
②
。
○
ぬ
の
唾
、
ぬ
い
。
白
四
○
四
輯
色
色
唖
・
函
く
”

一
○
“
即
討
つ
唖
”
“
・
ロ
韓
の
”
。
”
陛
申
←
”
①
“
函
一
幸
毎
．
四
唖
⑤
銅
⑪
○
つ
←
一
・
一
こ
”

“
曇
守
皷
卜
の
ロ
⑮
画
亜
○
つ
』
『
守
寺
函
”
の
鍵
の
酎
守
画
く
壷
唖
壷
○
の
“
『
ロ
韓
○
○
つ
。
ご
”

．
至
吻
晒
躍
◆
四
十
。
◆
。
◆
画
十
垣
の
令
四
や
一
十
函
蝉
ヰ
マ
錦
◆
討
中
一
◆
○
妙
塵
。
○
く

一
色
百
ｍ
『
守
輔
画
・
韓
垣
一
切
、
餉
醍
四
ｍ
画
の
西
画
一
画
く
『
ぬ
画
守
函
鋪
画
醐
四
ｍ
守
宝
ｓ
⑱

一
計
刑
副
‐
副
‐
副
‐
副
‐
副
‐
副
‐
副
‐
副
‐
針
‐
副
‐
副
‐
副
‐
爵
‐
劃
‐
割
‐
割
‐
鄙
創

》
画
吟
如
一
座
”
函
口
画
一
○
ぬ
。
”
ロ
”
○
○
○
⑭
。
亜
菌
再
の
色
函
Ｑ
唖
。
○
一
国
軍
○
・
四
○
”

一
←
ぬ
蛇
一
口
幽
邑
の
。
“
ｃ
鴎
。
。
『
鯉
○
韓
酋
。
つ
畠
四
○
四
く
』
一
○
輿
〕
ぬ
唖
醐
。
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11 STARTUPtime$,date$set

POKE&HFD13,1:POKE&HFD93,1:POKE&HFE9E,&H1C:WIDTH40:LOCATE0,8
DEFFNP(A)=PEEK(A)*256+PEEK(A+1)
SB$=!! BI'+SPACE$(16):DEFUSR=&HDE

A=USR(CVD(MKI$(&H1100)+MKI$(FNP(VARPTR(SB$)+1))+MK1$(3)+MKI$(16)))
DEFFND(1)=ASC(MID$(SB$,1,1))
DEFFND$(1)=HEX$(FND(1))+HEX$(FND(I+1))
DAﾉ1,E$=FND$(4)+"/"+FND$(6)+"/''+HEX$(FND(8)AND3)+HEX$(FND(9))
TIME$=HEx$(FND(11)AND3)+HEx$(FND(12))+!!:"+FND$(13)+":1!+FND$(15)
SYMBOL(10,0),DATE$+!!!!+LEFT$(TIME$,5),4,1,6
REM

12シキサィセヵィシ､､ツコゥ

1000

1010

1020

1030

1040

1050

1060

1070

1080

1090

1100

1110

1120

1130

1140

1150

1160

1170

1180

1190

･1200

SYMBOL(0,20),"シキサイセカイLoading'1,4,1,5
CLEAR,&H2000:LOADMwsekai"
PRINT"[O] マウスセット'､

PRINTI![11イニノテリシ､､エントマウス（シ､､ヨイステツク1)
PRINTI'[21 インテリシ､$エニノトマウス（シ､､ヨイステヅク2)
COLOR4:PRINT"マウスタイフ。？''；
EXA=&H2500:MUS$=INPUT$(1):POKEEXA+2,VAL(MUS$)
EXECEXA!シキサイセカイシ､､ツコウ
END

BASICチェックサム
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